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私 た ちの 住む 遠野 市 は 、 硝 野 三山 を は じ め と する な だ ら か な 美しい 山 な み に 囲 まれ 、 そ の 
沢 々 に は 心 を 癒 や す 清 流 が 数 多く 、 そ し て 、 悠久 の と き を 越え て 育ま れ た 民話 、 郷土 芸能 、 
南部 曲り 家 な ど 多 く の 伝統 文化 も ゃ 継承 し て きた 。 
新しい 地方 主体 の 時 代 を 迎え 、 自治 体 の 自主 的 な 意思 決定 と 責任 の 範囲 が 拡大 し た 今日 、 硝 
野市 政 も 大 きく 変革 を 求め られ て いる 。 

二 元 代表 制 の 下 で 遠野 市 議会 (以下 「 議 会 」 と いう 。) の 果たす べき 役割 は 確実 に 増し て 
き て お り 、 議 会 は 、 市 長 と の 間 に 緊 張 感 を 持ち な が ら 、 監 視 機関 と し て の 役割 を 果たす と と 
も に 、 論点 及 び 争 点 を 明確 に し 、 市 民 に と っ て 最良 の 選択 と 意思 決定 を し な けれ ば な ら な い 。 

その た め に も ゃ も 、 議 会 は 、 積 極 的 な 情報 公開 を し な が ら 、 多 く の 市 民 の 声 を くみ 取り 、 議 員 
間 の 自由 な 討議 を 重ね 、 市 民 に 信頼 され る 議会 運営 に 取り 組ま な けれ ば な ら な い 。 

私 た ちの 住む 遠野 市 が 、 未来 に 向け 発展 し て いく た め に 、 市 民 に 開か れ た 議会 を 目指 し 、 
ここ に 遠野 市 議会 基本 条例 を 制定 する 。 



































第 1 章 総則 


(目的 ) 

第 1 条 この 条例 は 、 地 方 分 権 と 地方 自治 の 時 代 に ふさ わし い 議 会 の あり 方 、 議 員 及 び 議 
会 の 使命 及び 役割 を 明らか に する と と も ゃ も に 、 市 民 (市 内 に 在住 、 在勤 又は 在学 する 個人 及 
び 市 内 で 活動 する 法人 その 他 の 団体 を いう 。) と 議会 と の 関係 、 市 長 等 (市 長 及 びそ の 他 
の 執行 機関 を いう 。) と 議会 と の 関係 その 他 議 会 の 活性 化 と 充実 の た め に 必要 な 議会 運営 
の 基本 事項 を 定め る こと に よっ て 、 遠 野市 の 持続 的 で 豊か な まち づく り の 実現 に 寄与 す 




















る と と を 目的 と する 。 


(最高 規範 性 ) 
第 2 条 この 条例 は 、 議会 運営 に な ける 最高 規範 で あっ て 、 議会 は 、 こ の 条例 の 趣旨 に 反 す 
る 議会 の 条例 、 規 則 、 規 程 等 を 制定 し て は な ら な い 。 





第 2 章 議会 及び 議員 の 活動 原則 
(議会 の 活動 原則 ) 
第 3 条 議会 は 、 次 に 掲げ る 原則 に 基づき 活動 し な けれ ば な ら な い 。 
(1) 公正 性 及び 透明 性 を 確保 する と と も に 、 市 民 に 開か れ た 議会 を 目指 すこ と 。 
(2) 市 民 の 多様 な 意見 を 把握 し 、 政策 形成 に 適切 に 反映 で きる よう 、 議 会 へ の 市 民 参加 の 
機会 の 拡充 に 努め る こと 。 
(3) 市 政 の 監視 及び 評価 、 政 策 提言 、 政 策 立案 等 の 取組 の 強化 に 努め る こと 。 














(議員 の 活動 原則 ) 

第 4 条 議員 は 、 次 に 掲げ る 原則 に 基づき 活動 を 行わ な けれ ば な ら な い 。 

(1) 議会 が 言論 の 府 で ある こと 及び 合議 機関 で ある こと か ら 、 議 員 相 互 問 の 自由 な 討議 を 
尊重 する こと 。 

(2) 市 政 の 課題 全般 に つい て 、 市 民 の 意見 、 要望 を 的 確 に 把握 する と と も に 、 常 に 自己 の 
能力 を 高め る よう 研 さ ん し 、 市 民 の 代表 と し て ふさ わし い 活 動 を する こと 。 

(3) 議会 の 構成 員 と し て 、 一 部 団体 及び 地域 の 代表 に と ど ま ら ず 、 市 民 全体 の 福祉 の 向上 
を 目指 し て 活動 する こと 。 























会 派 ) 

第 5 条 議員 は 、 議 会 活動 を 行う た め 、 同 一 理念 を 共有 する 政策 集団 (以下 | 会 派 」 と い 
う 。) を 結成 する こと が で きる 。 

2 会 派 に 関す る こと は 、 別 に 定め る 。 





第 3 章 市 民 と 議会 の 関係 
(市 民 等 と の 連携 ) 
第 6 条 議会 は 、 市 民 に 対し 積極 的 に 情報 を 発信 し 、 説 明 責 任 を 十分 に 果たさ な けれ ば な 
ら な い 。 
2 議会 は 、 す べ て の 会 議 を 原則 公開 する も の と する 。 
3 議会 は 、 公 聴 会 制度 及び 参考 人 制度 を 活用 し て 市 民 、 利 害 関係 者 、 学 識 経験 者 等 の 意見 
等 を 聴き 、 政 策 形 成 に 反映 させ る よう 努め る も の と する 。 
4 議会 は 、 請 願 及 び 陳 情 を 審査 する と き は 、 紹 介 議 員 の ほか 請願 者 又は 陳情 者 か ら 請 願 又 





は 陳情 の 趣旨 の 説明 を 受け る 機会 を 設け る こと が で きる も の と する 。 
(市 民 と の 懇談 会 ) 
第 7 条 議会 は 、 市 政 の 諸 課 題 に 対処 する た め 、 議 員 と 市 民 が 自由 に 情報 及び 意見 を 交換 
する 市 民 と の 級 談 会 を 年 1 回 以上 行う も る の と する 。 








第 4 章 議会 と 市 長 等 の 関係 
(市 長 等 と の 関係 ) 
第 8 条 議会 は 、 市 長 等 と の 立場 や 権能 の 違い を 踏ま え 、 緊張 ある 関係 の 保持 に 努め 、 事務 
執行 の 監視 及び 評価 を 行う も の と する 。 





(一 間 一 答 及び 反 問 ) 

第 9 条 本 会 議 に お ける 議員 と 市 長 等 と の 質疑 応答 は 、 広 く 市 政 上 の 論点 及び 争点 を 明確 
に する た め 、 一 問 一 答 の 方 式 で 行う こと が で きる も の と する 。 

2 議会 審議 に お いて 、 本 会 議 及び 委員 会 に 出席 し た 市 長 等 及び その 補助 職員 は 、 議 長 又 は 
委員 長 の 許可 を 得 て 、 議員 の 質問 の 内 容 を 明確 に する た め 、 反 問 する こと が で きる も の と 
する 。 






































(政策 等 の 説明 及び 審議 
第 10 条 議会 は 、 市 長 等 が 提案 する 計画 や 政策 等 に つい て は 、 議 会 審議 を 通じ て 政策 水準 
を 高め る た め 、 市 長 等 に 対し て 必要 な 事項 の 説明 を 求め る こと が で きる も の と する 。 
2 議会 が 計画 や 政策 等 を 審議 する 際 に は 、 立 案 及 び 執 行 に 当たっ て の 論点 や 争点 を 明確 化 
する と と も に 、 執 行 後 の 政 策 評 価 に 役立つ よう な 和 審議 に 努め な けれ ば な ら な い ぃ い 。 

















(政策 立案 、 政 策 提案 及び 政策 提言 ) 
第 11 条 議会 は 、 市 の 政策 水準 の 向上 を 図る た め 、 政 策 立 案 機 能 の 強化 に 努め 、 も っ て 条 
例 の 提案 、 議案 の 修正 、 決議 等 の 政策 提案 を 行う と と ゃ に 、 市 長 等 に 対し 、 政策 提言 を 行 
う も の と する 。 


第 5 章 議会 の 機能 
(議決 事項 の 拡大 ) 

第 12 条 市 政 の 総合 的 か つ 計 画 的 な 運営 を 図る た め の 基 本 構想 (以下 この 条 に お いて 「 基 
本 構想 」 と いう 。) 及び 基本 構想 を 実現 する た め の 基 本 的 な 計画 で 市 政 全般 に わた り 総 合 
的 か つ 体 系 的 に 定め る 計画 の 策定 、 変更 又は 廃止 を する こと に つい て は 、 地 方 自治 法 ( 昭 
和 22 年 法律 第 67 号 。 以 下 「 法 」 と いう 。) 第 96 条 第 2 項 の 規定 に より 定め る 議会 の 議 
決 す べ き 事 件 と する 。 


(議員 相互 問 の 討議 

第 13 条 議会 は 、 本 会 議 及 び 委 員 会 に お ける NN 開 及 び 和 審査 に 当たり 結論 を 出す 場合 
に あっ て は 、 合 意 形成 に 向け た 自由 な 討議 等 を 通じ て 議員 相互 間 の 議論 を 尽く す よ う 努 
め る も の と する 。 

2 議員 は 、 議 員 相 互 間 の 議論 に より 、 議 員 自 ら の 積極 的 な 政策 提言 及び 条例 案 の 提 案 に 努 
め な けれ ば な ら な い 。 








(委員 会 の 活動 ) 

第 14 条 委員 会 は 、 そ の 専門 性 を 生か し 市 政 課 題 に つい て 継続 的 に 調査 を 行い 、 積 極 的 な 
政策 立案 及び 政策 提言 を 行う よう 努め な けれ ば な ら な い 。 

2 委員 会 は 、 付 託 事件 の 和 審査 及び 調査 を 行う に 当たっ て は 、 資 料 等 を 積極 的 に 公開 し な が 
ら 、 市 民 に わか りや すい 議論 を 行う よう 努め な けれ ば な ら な い 。 


(議員 研修 の 充実 強化 ) 
第 15 条 議員 は 、 自 ら の 政策 形成 能力 及び 立案 能力 の 向上 の た め 、 積 極 的 な 議員 研修 の 充 
実 強化 及び 調査 研究 に 努め な た な けれ ば な ら な い 。 





(政務 調査 費 ) 
第 16 条 議員 は 、 硝 野市 議会 政務 調査 費 の 交付 に 関す る 条例 (平成 17 年 遠野 市 条例 第 165 
号 ) に 基づき 交付 され た 政和 i いて 、 調 査 研究 の た め 適 切 に 執行 する と と も に 透 
明 性 を 確保 し な けれ ば な ら な い 。 





議会 広報 の 充実 ) 
第 17 条 議会 は 、 議 員 の 視点 か ら 、 多 様 な 広報 手段 を 活用 する こと に より 、 多 く の 市 民 が 
議会 と 市 政 に 関心 を 持つ よう 市 政 に 関す る 情報 の 広報 に 努め る も の と する 。 





第 6 章 議員 の 政治 倫理 並び に 定数 及び 報酬 

(議員 の 政治 倫理 ) 

第 18 条 議員 は 、 市 民 の 代表 と し て 、 高 い 倫理 的 義務 が 課 む られ て いる こと を 自覚 し 、 良 
心 と 責任 感 を 持っ て 議員 の 品位 を 保持 し 、 識 見 を 高め る よう 努め な けれ ば な ら な い 。 








び 議員 報酬 ) 

数 及び 議員 報酬 は 、 別 に 条例 で 定め る 。 

2 0 議員 定数 又は 議員 報酬 を 改正 する 際 は 、 市 政 の 現状 及び 課題 、 他 市 等 の 状況 並 
びに 議会 果たす べき 役割 を 考慮 し な けれ ば な ら な い 。 

3 議員 定数 又は 議員 報酬 の 条例 改正 案 は 、 市 民 の 直接 請求 に よる 場合 及び 市 長 が 提出 する 


場合 を 除き 、 議員 定数 の 基準 等 の 明確 な 改正 理由 を 付 し て 、 委員 会 又は 議員 か ら 提 出す る 





























も の と する 。 





第 7 章 議会 事務 局 等 の 充実 
(議会 事務 局 の 体制 整備 ) 


第 20 条 


第 21 条 














議会 は 、 議 員 の 政策 立案 を 補助 する 組織 と し て 、 議 会 事務 局 の 調査 及び 法務 に 関 





する 機能 の 充実 強化 を 図る よう 努め な けれ ば な ら な い 。 


査 研究 に 資す る た め 、 議 会 図 


Ul 
衣 


議会 は 、 法 第 100 条 第 18 項 の 規定 に より 議員 の 


書 室 を 設置 する 。 


2 議会 は 





、 議 員 の 政策 形成 及び 立案 能力 の 向上 を 図る た め 、 図 書 室 及 び 資 料 の 充実 に 努め 


る も の と する 。 


第 8 章 議会 改革 の 継続 的 な 取組 
(議会 改革 の 継続 的 な 取組 ) 


第 22 条 





議会 は 、 市 民 の 意思 を 市 政 に 的 確 に 反映 させ る た め 、 議 会 改革 の 推進 に つい て 継 


続 的 に 取り 組む も の と する 。 
2 議会 運営 委員 会 は 、 こ の 条例 の 目的 が 達成 され て いる か どう か を 検証 する も の と する 。 
3 議会 は 、 前 項 の 検証 、 市 民 の 意見 及び 社会 情勢 の 変化 等 を 勘案 し 、 必 要 が ある と 認め ら 
れる と き は 、 こ の 条例 の 規定 に つい て 検討 を 加え 、 そ の 結果 に 基づい て 所 要 の 措置 を 講ず 
る も の と する 。 
4 議会 は 、 議 員 に この 条例 の 理念 を 浸透 させ る た め 、 一 般 選 挙 を 経た 任期 開始 後 速やか に 
この 条例 の 研修 を 行う ちの と する 。 


附 




















則 


この 条例 は 、 公 布 の 日 か ら 施行 する 。 


